
様々な感染経路
•水・食べ物 

•蚊やダニ 

•動物との接触 

•性交渉 

•淡水との接触



狂犬病
•狂犬病を発症した動物に噛まれて、感染する 

•ウイルス性の疾患（治療法はない） 

•ワクチンで予防ができる 

•年間死亡者推計55,000人  
（アジア地域31,000人、アフリカ地域24,000人）
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狂犬病の発生状況 

オーストラリア 

ニュージーランド 

ハワイ諸島 

グアム 

日本 

アイスランド 

アイルランド 

英国の
一部 

スウェーデン 
ノルウェーの一部 

フィジー 

（注） 報告のない国については死亡者数100人未満の国とみなしている。 アフリカ地域 
 

アルジェリア  67人 
アンゴラ 458人 
ベナン 47人 
ボツワナ 2人 

ブルキナファソ 305人 
ブルンジ 278人 
カメルーン 203人 

中央アフリカ共和国 48人 
チャド 861人 

コンゴ共和国 18人 
コートジボワール 412人 
コンゴ民主共和国 752人 
赤道ギニア 12人 
エリトリア 66人 

エチオピア 4169人 
ガボン 3人 
ガンビア 7人 
ガーナ 100人 
ギニア 283人 

ギニアビサウ 19人 

ケニア 172人 
レソト 15人 
リベリア 29人 

マダガスカル 226人 
マラウイ 44人 
マリ 283人 

モーリタニア 20人 
モザンピーク 325人 
ナミビア 3人 

ニジェール 790人 
ナイジェリア 3501人 

ルワンダ 50人 
セネガル 72人 

シエラレオネ 127人 
南アフリカ共和国 58人 
南スーダン 365人 
スワジランド 7人 
トーゴ 61人 
ウガンダ 360人 
タンザニア 383人 
ザンビア 129人 
ジンバブエ 36人 

バングラディシュ 
 1192人 

ミャンマー  
681人 

中華人民共和国 
2635人 

インド  
7437人 

アメリカ地域 
 

ボリビア 35人 
ブラジル 15人 

ドミニカ共和国 4人 
グアテマラ 4人 
ハイチ 229人 
ペルー 7人 

パキスタン 
 1623人 

フィリピン  
592人 

中東地域 
 

アフガニスタン 557人 
ジブチ 1人 
エジプト 25人 
イラン 18人 
イラク 43人 
ヨルダン 1人 
リビア 1人 

 
モロッコ 51人 
オマーン 8人 

サウジアラビア 5人 
ソマリア679人 
スーダン 892人 
シリア 18人 
チュニジア 2人 
イエメン 165人 

厚生労働省健康局結核感染症課（2016年6月28日作成） 

アジア地域 
 

ブータン 5人 
北朝鮮 8人 

ネパール 357人 
スリランカ 24人 
タイ 16人 

カンボジア 190人 
ラオス 217人 
モンゴル 3人 
ベトナム 360人 

インドネシア  
1113人 

欧州地域 
 

アゼルバイジャン 12人 
ジョージア 6人 
カザフスタン 4人 
キルギス 9人 
ロシア 7人 

タジキスタン 30人 
トルコ 94人 

トルクメニスタン 9人 
ウクライナ 11人 

ウズベキスタン 11人 

出典：WHO Weekly epidemiological record 15 JANUARY 2016, 91th YEAR 

狂犬病発生地域（死亡推定者数100人未満） 
厚生労働大臣が指定する狂犬病清浄地域 

狂犬病発生地域（死亡推定者数100人以上） 

（注） 報告のない国については死亡者数100人未満の国とみなしている。 

WHO 2004年の発生状況

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/



． 

． 

狂犬病の発生状況 

オーストラリア 

ニュージーランド 

ハワイ諸島 

グアム 

日本 

アイスランド 

アイルランド 

英国の
一部 

スウェーデン 
ノルウェーの一部 

フィジー 

（注） 報告のない国については死亡者数100人未満の国とみなしている。 アフリカ地域 
 

アルジェリア  67人 
アンゴラ 458人 
ベナン 47人 
ボツワナ 2人 

ブルキナファソ 305人 
ブルンジ 278人 
カメルーン 203人 

中央アフリカ共和国 48人 
チャド 861人 

コンゴ共和国 18人 
コートジボワール 412人 
コンゴ民主共和国 752人 
赤道ギニア 12人 
エリトリア 66人 

エチオピア 4169人 
ガボン 3人 
ガンビア 7人 
ガーナ 100人 
ギニア 283人 

ギニアビサウ 19人 

ケニア 172人 
レソト 15人 
リベリア 29人 

マダガスカル 226人 
マラウイ 44人 
マリ 283人 

モーリタニア 20人 
モザンピーク 325人 
ナミビア 3人 

ニジェール 790人 
ナイジェリア 3501人 

ルワンダ 50人 
セネガル 72人 

シエラレオネ 127人 
南アフリカ共和国 58人 
南スーダン 365人 
スワジランド 7人 
トーゴ 61人 
ウガンダ 360人 
タンザニア 383人 
ザンビア 129人 
ジンバブエ 36人 

バングラディシュ 
 1192人 

ミャンマー  
681人 

中華人民共和国 
2635人 

インド  
7437人 

アメリカ地域 
 

ボリビア 35人 
ブラジル 15人 

ドミニカ共和国 4人 
グアテマラ 4人 
ハイチ 229人 
ペルー 7人 

パキスタン 
 1623人 

フィリピン  
592人 

中東地域 
 

アフガニスタン 557人 
ジブチ 1人 
エジプト 25人 
イラン 18人 
イラク 43人 
ヨルダン 1人 
リビア 1人 

 
モロッコ 51人 
オマーン 8人 

サウジアラビア 5人 
ソマリア679人 
スーダン 892人 
シリア 18人 
チュニジア 2人 
イエメン 165人 

厚生労働省健康局結核感染症課（2016年6月28日作成） 

アジア地域 
 

ブータン 5人 
北朝鮮 8人 

ネパール 357人 
スリランカ 24人 
タイ 16人 

カンボジア 190人 
ラオス 217人 
モンゴル 3人 
ベトナム 360人 

インドネシア  
1113人 

欧州地域 
 

アゼルバイジャン 12人 
ジョージア 6人 
カザフスタン 4人 
キルギス 9人 
ロシア 7人 

タジキスタン 30人 
トルコ 94人 

トルクメニスタン 9人 
ウクライナ 11人 

ウズベキスタン 11人 

出典：WHO Weekly epidemiological record 15 JANUARY 2016, 91th YEAR 

狂犬病発生地域（死亡推定者数100人未満） 
厚生労働大臣が指定する狂犬病清浄地域 

狂犬病発生地域（死亡推定者数100人以上） 

（注） 報告のない国については死亡者数100人未満の国とみなしている。 

WHO 2004年の発生状況

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/



中国での狂犬病発生数

0

1000

2000

3000

4000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

405

644
801

924

1,172

1,425

1,917
2,048

2,213

2,466

3,300

（人）

（年）

中国CDC: http://www.chinacdc.cn/ 



トリインフルエンザ



インフルエンザ

•ウイルスの構造 
表面に2種類のタンパク 
-ヘマグルチニン(H) 1-16  
-ノイラミニダーゼ(N)1-9

https://www.cdc.gov/flu/images.htm



インフルエンザウイルス
が人の細胞に接着 
（Hを使う）

ウイルス遺伝子がヒトの
核内で複製される

核 インフルエンザウイルス
細胞

ウイルスタンパクの 
合成

増殖したウイルスが 
細胞から出る（Nを使う）



細胞工学 2000;19:27



ウイルスの突然変異
連続変異 不連続変異

ノイラミニダーゼ
ヘマグルチニン

変異した 
ヘマグルチニン

ノイラミニダーゼ
ヘマグルチニン

H3N2 H3N2

毎年の流行の原因 世界的大流行の原因

https://courses.lumenlearning.com/microbiology/chapter/virulence-factors-of-bacterial-and-viral-pathogens/



1918スペインかぜ 
4-5000万人死亡

1957アジアかぜ 
200万人死亡

1968香港かぜ 
100万人死亡

2009新型インフルエンザ 
パンデミック

N Engl J Med 2005; 353:2209-2211



2009年新型インフルエンザ
ブタ ブタヒトトリ

https://www.slideshare.net/arijabuhaniyeh/chapter52537-microbiology-8th-edition



トリインフルエンザは

アヒル

野鳥

ニワトリ

https://www.cdc.gov/flu/avianflu/h7n9-images.htm



H7N9について
• 2013年3月初発、現在第5波 

• 3種類のトリインフルエンザウイルスの遺伝子再集合体 

• 家禽に対して低病原性 

• 継続的にヒトーヒト感染する能力は獲得していない 

• 抗インフルエンザ薬は有効である 

• 有効なワクチンはない 

• 感染者のうち少なくとも39%が死亡している



2013 2014 2015 2016 2017

数

2017年7月24日までの、 
WHOによるH7N9感染者数・死亡者数報告

http://who.int/influenza/human_animal_interface/Influenza_Summary_IRA_HA_interface_07_25_2017.pdf?ua=1



感染予防に重要なこと
• 鳥、家畜に近寄ったり触れたりしない 
家禽を解体する市場や養鶏場、排泄物に汚染された場所
には行かない 

• 病気・病死した家禽、家畜との接触、食用を避ける 

• 冷蔵や冷凍ではウイルスは死なない 
しっかり内部まで加熱する 

• 生肉を調理した器具と、加熱食品の調理器具をわける



H5N6について

• 2014年4月、中国で家禽での報告 

• 家禽でアウトブレイクが報告されている 

• 現時点で、ヒトに対する感受性はない 

• ヒトでの報告は2014年5月が初発で、 
現在までに16例（うち死亡10例）　すべて中国



季節性インフルエンザ予防
•予防接種 

•手洗い・うがい 

•咳エチケット

http://www.health.state.mn.us/divs/idepc/dtopics/infectioncontrol/cover/hcp/hcpposter.html


